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発研究センター（Human Development Research Centre）が 2009 年にチッタゴン丘陵地
帯において実施した調査によって収集されたデータ・セットを借りて，独自に分析を加え
た。定性的なデータについては，執筆者本人がチッタゴン丘陵地帯においてインタビュー
調査を行った。その際，人を対象とする調査に関わる倫理的な問題についても十分に配慮
した。 
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データ分析の結果，少数民族をめぐる武力紛争の原因を解明しようとする競合した４つ
のアプローチのうち，民族性を重視するアプローチはそれほど妥当性がないことが示され，
むしろ政治経済的な視点の重要性が浮かび上がった。とくに，チッタゴン丘陵地帯におけ
る開発による意図しなかった資源をめぐる不平等や，少数民族の社会的排除といった人権
の侵害が，国内紛争の重要な要因となっているとした。そして，「開発と人権」という視点
から，バングラデシュ国内における民族紛争を分析しようとしている。そのなかで，チッ
タゴン丘陵地帯における少数民族の経済的・社会的・文化的権利の侵害が，紛争の構造的
な原因であるとしている。そして，市民的・政治的権利の侵害が，紛争の直接的な原因で
あるとしている。 
 
４．評価 
 本研究において も評価されるべきことは，国内紛争をめぐる国際的な議論が，その実
態に関するデータが未整備なまま行われる傾向があるなか，バングラデシュにおける現状
について，とくにチッタゴン丘陵地帯に焦点を絞り，実証的な調査を行った点である。政
治的な理由からアクセスが困難なチッタゴン丘陵地帯において現地調査を行ったことは，
貴重なデータの収集につながった。これまで十分に調査されておらず，実態が十分に研究
されてこなかったチッタゴン丘陵地帯を事例として取り上げたことは，高く評価される。 
定量的なデータについては，人間開発研究センターからの協力を得て，すでに実施済み
の調査の元データを使い，新たに独自の統計分析を行ったことにより，これまで十分に解
明されていなかった点についても明らかにすることができた。また，インタビュー調査に
よって収集された定性的なデータは，個々のより具体的な状況を描き出すことに有効であ
った。こうした現地調査をていねいに実施したことは高く評価される。 
 さらに，こうした実証的なデータを用いながら，民族紛争の原因をめぐる国際的な議論
に対して学術的な貢献をしようとした点も高く評価される。つまり，民族性を重視するア
プローチ，制度的アプローチ，操作的アプローチ，資源競合アプローチの妥当性を批判的
に検討していった。その結果，民族性を重視したアプローチがあまり妥当でないことを示
し，その他のアプローチを包摂するような政治経済的な要因の重要性を浮かび上がらせ，
「開発と人権」という新たな視点の有効性を論じ，学術的な貢献をしようとした。 
 そして，「開発と人権」という視点から，チッタゴン丘陵地帯における少数民族の経済的・
社会的・文化的権利の侵害を紛争の構造的な原因，そして市民的・政治的権利の侵害を紛
争の直接的な原因と再構築した議論は執筆者の研究のオリジナリティと評価できる。また，
人権と人間開発の促進という政策的にも実現可能な具体的な提言につながる研究となって
いる点が評価される。 
 
しかし，他方，審査委員会においては，以下のような課題も指摘された。 
（１）定量的なデータの解釈の一部において，あまり妥当でないものが指摘された。例
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えば，教育における不平等が論じられたが，ドロップアウトの要因としての経済的理由な
ど，実際のデータでは多数派と少数民族との間には有意な違いは見られなかった。他方，
定性的なデータとしては，学校教育において少数民族が母語を使えないといった不平等が
示されている。こうした相反するデータがあるにも関わらず，定量的調査に加えて定性的
調査を行ったメリットが十分に活用されていないという指摘があった。 
（２） 後の結論と提言は，この研究から直接的に導き出されるものと，間接的に示唆
されるものとが混在しているが，両者を明確に分けた方がよいという指摘があった。とく
に，間接的に示唆されるもののなかには，少し唐突に出てきた印象を受ける提言もある。
それ以前の章において，そうした必要性を示唆する根拠となるデータについて，あらかじ
めもう少し説明しておく方が，実証研究の部分とそこから導き出される提言の部分とをう
まく繋ぐことができるのではないかと指摘された。 
 
５．結論 
 上記のような課題は指摘されたが，全体として，現地調査が困難とされるチッタゴン丘
陵地帯でフィールドワークを果敢に行った点，またその成果を一貫した理論的観点からま
とめ上げ，民族をめぐる国内紛争と平和構築にかかわる実践的な提言を行うに至った点は
高く評価できるものである。よって，論文審査委員会は，この論文を総合的に判断し，早
稲田大学博士（学術）に相応しい論文であると認め，学位授与を提案するものである。 
